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や
し
の
里
あ
か
り
の
演
出
２
０
１
０
〜

新
善
光
寺
・
薬
師
如
来
堂
・
長
徳
寺
行あ

ん

灯ど
ん

回か
い

廊ろ
う

〜
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

鎌
倉
中
期
、
平
清
盛
の
子
孫
で
あ
る

小
松
宗
定
が
48
度
に
わ
た
る
信
濃
善
光

寺
参
り
の
末
、
如
来
の
分
身
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
新
善
光

寺
。
当
日
は
、
新
善
光
寺
の
万ま

ん

灯と
う

会え

に

合
わ
せ
て
、
新
善
光
寺
と
旧
参
道
お
よ

び
長
徳
寺
周
辺
を
あ
か
り
で
演
出
し
ま

す
。
普
段
と
は
違
う
幻
想
的
な
空
間
を

お
楽
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
…
８
月
16
日
㈪
17
時
〜
21
時

（
あ
か
り
の
点
灯
は
日
没
後
）

■
場
所
…
新
善
光
寺
、
薬
師
如
来
堂
、

長
徳
寺
周
辺
（
栗
東
市
林
）

■
駐
車
場
…
新
善
光
寺
駐
車
場
ほ
か

■
特
別
拝
観
料
…
５
０
０
円
（
山
門
楼ろ

う

上じ
ょ
う

巡
り
、
戒か

い

壇だ
ん

巡
り
、
庭
園
の
新
善

光
寺
三
大
巡
り
と
冷
た
い
お
飲
み
物

付
き
）

※
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は
17
時
か
ら
山
門

前
で
行
い
ま
す
。

※
境
内
の
散
策
、万
灯
会
は
無
料
で
す
。

　

露
地
行
灯
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で

好
評
を
博
し
た
あ
か
り
の
演
出
。
栗
東

市
観
光
物
産
協
会
で
は
、「
栗
東
八
景
」

の
名
所
旧
跡
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
輝
く
時

期
に
あ
か
り
の
演
出
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

春
の
旧
和
中
散
本
舗
周
辺
に
続
く
第

二
弾
は
、
夏
の
新
善
光
寺
周
辺
で
「
は

は
や
し
の
里
あ
か
り
の
演
出
２
０
１
０

は
や
し
の
里
あ
か
り
の
演
出
２
０
１
０

新
善
光
寺
・
薬
師
如
来
堂
・
長
徳
寺
行
灯
回
廊

問
合
せ
…
栗
東
市
観
光
物
産
協
会
（
経

済
観
光
振
興
課
内
）

☎
551-

０
１
２
６　
　

551-

０
１
４
８

FAX
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市
で
は
、「
財
政
再
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
更
な

る
財
政
再
構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
、
財
政
収
支

の
均
衡
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
税
収
の
落
ち

込
み
な
ど
に
よ
り
、
な
お
大
幅
な
財
源
不
足
が
予
想
さ

れ
、
さ
ら
に
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
８
月
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
行
財
政
改
革
提

案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
11
人
か
ら
19
件

の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
11
月
の
広
報
掲
載
以
降
に
寄
せ
ら
れ

た
提
案
に
つ
い
て
、
実
現
の
可
能
性
や
対
応
策
に
つ
い

て
の
検
討
結
果
を
下
表
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
提
案
を
通
年
募
集
し
て
い
ま
す
。
改

革
に
結
び
つ
く
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

■
応
募
要
領 

①
応
募
の
方
法

　

提
案
内
容
を
お
お
む
ね
２
０
０
字
以
上
書
き
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
（
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
）
を
明
記
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

②
提
出
先 

　

〒
５
２
０

－
３
０
８
８
（
住
所
不
要
）
栗
東
市
役
所

　

経
営
改
革
推
進
室
「
行
財
政
改
革
提
案
」
係
ま
で

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

554-

１
１
２
３

　

Ｅ
メ
ー
ル　

keiei@
city.ritto.lg.jp 

※
送
付
い
た
だ
い
た
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

〈提案１〉図書館に関する業務改革について
①図書館内やインターネットなどで積極的に必要な本の寄贈を呼びかける。
②図書の延滞返却に対して延滞金を徴収する。
③図書館の蔵書検索結果に、インターネット書店へのアフィリエイト（成果報酬型…本が売れると、書店から市に報
酬が入る）リンクを付ける。

④ツイッターを活用し、図書館から積極的に情報発信する。
⑤貸出し制限（上限）冊数が平成21年４月より15冊から７冊に変更されたが、図書館改革をして、制限冊数を元に戻す。
〈回答〉
①寄贈図書は、一定の分野に偏ったり、古かったり、重複したりすると、寄贈者の厚志に反して受け入れることがで
きません。特定の分野について網羅的に収集するなど、必要に応じて取り組んでいきます。

②現在も、図書のき損・紛失に対しては弁償を求めています。延滞金は、利用者が子どもの場合、金銭徴収には問題
があることから行っていませんが、対策として、貸出停止を検討しています。

③アフィリエイトリンクは、利用者サービスや収入源として期待できるので、システムの更新時に導入を検討します。
④現在、図書館のホームページでは利用方法の案内のほか、蔵書検索、予約受付などができます。ツイッターは、情
報発信手段の一つとして導入を検討します。

⑤貸出し制限冊数が多いと、それだけ多くの手間とコストが掛かります。また図書をできるだけ早く、多くの利用者
に読んでいただくため、現在の冊数を継続します。

〈提案２〉市民参加型の事業仕分けについて
　栗東市でも若者や子育て真っ最中の人も参加できる市民参加型の事業仕分けを実施して欲しい。
〈回答〉
　事業仕分けについては、栗東市でも平成 18年に 57事業、平成 19年に 60事業を実施しました。仕分けの結果に
ついては、市ホームページに掲載しています。
　ただし、国で実施された削減を主な目的とした仕分けではなく、市民の生の声を業務改善に役立てることを目的に
実施しました。
　国の事業仕分けは、公開・即断の良い点もありますが、多くの事業の中から対象事業をどのようにして選ぶか、公
募する仕分け人に市民の代表としての責任を持たせられるか、客観的・総合的な判断をどう担保するか、と多くの課
題があります。現在は、基準を定めての内部評価と市民・職員提案などで財政再建を進めています。
〈提案３〉さきらの命名権について
　　さきらの命名権（ネーミングライツ）を譲渡し、維持費や将来的にかかる修繕費を確保する。
〈回答〉
　さきらの管理費は平成 22年度当初予算で２億円余りで、それ以外に建設費の返済や修繕費も支払っています。
　命名権については、栗東市と人口規模が類似している他市のホールなどの例を見ると、おおむね契約期間３年間で、
200 万円程度の収入額です。本市の「さきら」の大ホールの収容人員は約 800 人と少なく、広告媒体としての価値は
さらに低いかもしれません。また、道路標識や案内看板の書き換え費用などを考えると、残念ながら現状では財政効
果をほとんど見込めない状況です。
〈提案４〉広報紙を電子メールで配信
　昨今、インターネットが普及しており、知りたい時にいつでも情報が手に入るので、毎月配布される「広報りっとう」
を希望制にしたり、Ｅメールで配信したりする。
〈回答〉
　広報配布の希望制については、自治会を通じた配布方法における希望者の把握や情報管理の面から実施は困難です。
情報を等しく皆さんに提供するため、今後も印刷紙面による広報紙の全戸配布を続けていきます。ただし、インター
ネットで広報をご覧になる人も多いことから、登録者に広報の発行をお知らせするメールを配信するサービスの導入
を、システム対応や費用対効果なども含め今後総合的に検討します。なお、現在市ホームページでは、広報りっとう
最新号のほか、昨年度までのバックナンバーをご覧いただけます。

※提案内容などは要約しています。さらに詳しい内容は、市ホームページをご覧ください。

行
財
政
改
革
市
民
提
案

問
合
せ
…
経
営
改
革
推
進
室

☎
551-

０
１
８
９　
　

554-

１
１
２
３

FAX
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１
カ
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
は
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
分
の
医
療
費
が
申
請
に
よ
り

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額

は
、
所
得
や
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
、

表
１
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

●
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

●
医
療
機
関
の
領
収
証
（
支
払
証
明
）

●
認
印
（
朱
肉
で
押
印
す
る
も
の
）

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険

自己負担限度額（月額）

表１　70歳未満の人

所得区分 過去 12カ月間
で３回目まで

過去 12カ月間
で４回目以降

一般 80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％ 44,400 円

上位所得者
※１

150,000 円＋（医療費
－ 500,000 円）×１％ 83,400 円

住民税非課税世帯 
※３ 35,400 円 24,600 円

表２　70歳以上の人

所得区分 外来の限度額
（個人単位）

入院と外来を合算した
限度額（世帯単位）

一般 12,000 円 44,400 円

現役並み所得
※２ 44,400 円

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％（４
回目以降は 44,400 円）

住民税非
課税世帯

低Ⅱ※ 3 8,000 円 24,600 円
低Ⅰ※４ 15,000 円

※１…同一世帯のすべての国保被保険者の年間所得の合計が
600万円を超える世帯の人

※２…同一世帯に一定の所得（課税所得 145万円）以上の 70
歳以上の国保被保険者がいる人

※３…同一世帯の世帯主およびすべての国保被保険者が住民
税非課税の人

※４…同一世帯の世帯主及びすべての国保被保険者が住民税
非課税の世帯で世帯員の所得が一定基準に満たない人

表３　高額介護合算の限度額（年額）

所得区分
70歳未
満の人が
いる世帯

70～ 74
歳の人が
いる世帯

後期高齢
者医療制
度加入の
世帯

現役並み
所得者

（上位所得者）

126万円
（168万円）

67万円
（89万円）

67万円
（89万円）

一般 67万円
（89万円）

56万円
（75万円）

56万円
（75万円）

低所得者
（非課税世帯）

Ⅱ
34万円
（45万円）

31万円
（41万円）

31万円
（41万円）

Ⅰ 19万円
（25万円）

19万円
（25万円）

＊（　）内は初年度の平成 20年４月～平成
21年７月末日までの限度額です

＊食事代、差額ベッド代などは合算対象に
なりません

＊７月末を基準日とし、基準日に社会保険
に加入されている人は、加入保険者に申
請してください

＊「限度額＋ 500円」が「基準額」となり、
自己負担が「基準額」を超える場合に支
給対象となります

●
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）

※
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
差
額
ベ

ッ
ド
代
、
入
院
時
の
食
事
代
な
ど
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
か
ら
支
給
ま
で
３
カ
月
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場

合
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70

歳
未
満
の
人
が
入
院
す
る
場
合
、
あ
ら

か
じ
め
市
役
所
に
申
請
し
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」の
交
付
を
受
け
て
お
く
と
、

入
院
医
療
費
の
支
払
い
を
一
定
の
限
度

額
（
所
得
区
分
ご
と
の
自
己
負
担
限
度

額
）に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
自

己
負
担
限
度
額
は
、
高
額
療
養
費
と
同

様
）。

　

ま
た
、
70
歳
以
上
の
人
は
高
齢
受
給

者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
を
限
度
額
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
得
区
分

が
表
２
の
低
Ⅰ
・
低
Ⅱ
に
該
当
す
る
場

合
は
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
入
院
の
際
は
福

祉
保
険
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
、
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
併
せ
て
利
用
し

て
い
る
場
合
、世
帯
単
位
で
医
療
費（
保

険
適
用
分
）
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
料

の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
、
新
た
に
設

定
さ
れ
た
限
度
額
（
表
３
）
を
超
え
た

分
が
申
請
に
よ
り
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

初
年
度
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
21
年
７
月
末
ま
で
に
か
か
っ
た

医
療
費
な
ど
の
自
己
負
担
額
が
対
象
と

な
り
、
申
請
受
付
は
平
成
23
年
７
月
末

ま
で
で
す
。

　

２
年
度
目
以
降
の
合
算
対
象
期
間
は

８
月
〜
翌
年
７
月
末
の
１
年
間
と
な

り
、
申
請
受
付
は
毎
年
８
月
か
ら
２
年

後
の
７
月
末
ま
で
に
な
り
ま
す
。

問合せ…福祉保険課 国民健康保険係　☎551-1807　 FAX 553-3678

◎
限
度
額
認
定
証

◎
高
額
介
護
合
算
に
つ
い
て
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平
成
23
年
４
月
の
幼
稚
園
・
幼
児
園
短
時
間
保
育
課
程
の
入
園
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
の
３
歳
児
保
育
は
、
保
護
者

と
離
れ
て
生
活
す
る
初
め
て
の
集
団
の

場
で
す
。
市
で
は
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
が
自
分
を
出
し
、
幼
稚
園
は
楽
し
い

と
こ
ろ
と
感
じ
、
充
実
感
を
味
わ
っ
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
３
歳
児
の
特

徴
的
な
姿
を
理
解
し
援
助
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成

22
年
４
月
か
ら
３
歳
児
保
育
は
、
次
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
生
活
リ
ズ
ム

を
維
持
し
、
個
々
の
発
達
に
見
合
っ

た
規
則
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
大

変
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
初
め
て
の

集
団
生
活
に
無
理
な
く
適
応
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
午
前
保
育
実
施
期
間

を
１
学
期
間
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

心
身
の
負
担
を
考
慮
し
、
預
か
り
保

育
の
開
始
時
期
を
10
月
か
ら
と
し
、

保
育
時
間
を
ゆ
る
や
か
に
移
行
し
て

い
ま
す
。

○
園
で
は
、
す
べ
て
の
保
護
者
の
最
も

も
身
近
な
育
児
支
援
者
と
し
て
相
談

に
乗
る
な
ど
の
精
神
的
な
支
援
に
加

え
、
家
庭
で
の
子
ど
も
と
の
か
か
わ

り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
園
に
お
い
て
、
親
子
ふ
れ
あ

い
活
動
な
ど
を
工
夫
し
子
育
て
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
の
入
園
申
込
み
は
、

平
成
22
年
度
と
同
様
に
限
ら
れ
た
施
設

を
有
効
に
活
用
し
、
就
学
を
控
え
た

４
・
５
歳
児
の
入
園
を
優
先
し
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
に
、
３
・
４
・
５
歳
児

の
入
園
申
込
み
を
一
斉
に
受
け
付
け
、

４
・
５
歳
児
の
入
園
申
込
み
状
況
か
ら
、

そ
の
ク
ラ
ス
数
を
確
定
し
、
残
り
の
保

育
室
の
状
況
に
応
じ
て
３
歳
児
の
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
歳
児
の
入
園
に
つ
い

て
は
、
申
込
み
が
定
員
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
な
お
対
象
者

と
申
込
み
時
期
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者

　

栗
東
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
を
し
、
在
住
し
て
い
る
対
象
年
齢

の
人
で
、
幼
稚
園
・
幼
児
園
短
時
間
保

育
課
程
へ
の
入
園
を
希
望
す
る
人

※
現
在
、
幼
稚
園
・
幼
児
園
短
時
間
保

育
課
程
に
在
園
中
の
園
児
も
、
申
込

み
が
必
要
で
す
。

※
３
歳
児
に
つ
い
て
は
、
定
員
を
超
え

た
場
合
、
抽
選
に
よ
り
入
園
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。抽
選
の
結
果
、

学
区
内
の
園
へ
入
園
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
定
員
に
空
き
の
あ
る
学
区
外

の
園
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
対
象
年
齢
児
（
平
成
23
年
度
）

○
３
歳
児
…
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平

成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
４
歳
児
…
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
平

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
５
歳
児
…
平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平

成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
入
園
申
込
み
時
期

平
成
22
年
10
月

（
広
報
10
月
号
に
詳
細
を
掲
載
）

鉛
製
給
水
管
か
ら
の
水
道
水
に
つ
い
て

　

水
道
水
は
、
国
の
法
律
（
水
道
法
）

に
基
づ
き
、
項
目
ご
と
に
水
質
基
準
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
基
準
項
目
の
一
つ

で
あ
る
「
鉛
」
の
濃
度
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
を
考
慮
し
て
蛇
口
で
１
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
０
・
０
１
㎎
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
の
水
道
の
鉛
濃
度
は
、
国
の
基
準

値
を
満
た
し
て
お
り
安
全
上
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
長
時
間
水
道
を
使

用
し
な
か
っ
た
時
に
蛇
口
か
ら
出
る
最

初
の
水
は
、
給
水
管
（
家
庭
な
ど
に
引

き
込
ま
れ
て
い
る
水
道
管
）
に
滞
留
し

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消

毒
用
の
塩
素
が
少
な
く
な
っ
て
い
た

り
、
給
水
管
や
宅
内
配
水
管
に
鉛
管
が

使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭
で
は
、
鉛
が
ご

く
わ
ず
か
で
す
が
溶
け
出
し
た
り
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
（
流
水
）
の
使
用
状
態
で
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
時
間
使
用
し
な

か
っ
た
時
の
最
初
の
水
は
、
念
の
た
め

バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
を
、飲
み
水
以
外（
ト

イ
レ
や
洗
濯
な
ど
の
雑
用
水
）
の
用
途

に
使
う
こ
と
で
、
よ
り
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
…
上
下
水
道
課

☎
551-

０
１
３
４　
　

554-

３
８
６
６

FAX

３
歳
児
保
育
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
の
入
園

申
込
み
に
つ
い
て

問
合
せ
…
幼
児
課

☎
551-

０
４
２
４　
　

551-

０
１
４
９

FAX
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トピック・ニューストピック・ニュース

■
駐
車
場
使
用
料
…
４
０
０
０
円
／
区

画
■
入
居
基
準
…
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
こ
と

①
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
人

①
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
上
の

人
③
２
人
以
上
の
世
帯

④
税
金
の
未
納
が
な
い
人

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

■
入
居
募
集
期
間
…
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
」
の
ご
案
内

■
場
所
…
市
営
住
宅
下
戸
山
団
地
内

（
栗
東
市
下
戸
山
１
５
４
０
番
地

１
、１
６
０
５
番
地
）

■
間
取
り
…
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
団
地
の
構
造
…
中
層
耐
火
構
造
・
３

階
建

■
建
築
年
度
…
平
成
14
、
15
年
度

■
設
備
…
給
湯
設
備
あ
り
。
室
内
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー

■
部
屋
数
…
１
期
棟
４
戸
、
２
期
棟
６

戸
■
家
賃
…
６
９
０
０
０
円
／
月

旧
Ｒ
Ｄ
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
焼
却
施
設
を
撤
去

滋
賀
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
に
起

因
す
る
地
下
水
汚
染
や
廃
棄
物
の
飛
散

な
ど
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
の
除
去
に

向
け
た
取
り
組
み
を
Ｒ
Ｄ
社
に
代
わ
り

進
め
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
へ
の
影
響

の
う
ち
、
特
に
放
置
で
き
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
緊
急
対
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
緊
急
対
策
の
う
ち
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
関
心
が
高
か
っ
た
２
基
の
焼
却

施
設
の
撤
去
が
、
６
月
末
に
完
了
し
ま

し
た
。（
下
の
写
真
）

　

ま
た
、
６
月
20
日
ま
で
に
、
旧
処
分

場
周
辺
７
自
治
会
か
ら
、
今
年
度
の
県

の
有
害
物
調
査
予
算
の
執
行
な
ど
に
つ

い
て
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
で

は
現
在
、
有
害
物
調
査
実
施
に
向
け
た

準
備
作
業
を
進
め
て
お
り
、
栗
東
市
と

連
携
し
な
が
ら
旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問

題
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
合
せ
…
滋
賀
県
琵
琶
湖
環
境
部
最
終

処
分
場
特
別
対
策
室

☎
528-

３
６
７
１　
　

528-

４
８
４
９

FAX

▲焼却施設撤去前

▲焼却施設撤去後

問
合
せ
…
土
木
交
通
課 

住
宅
係

☎
551-

０
３
４
７　
　

552-

７
０
０
０

FAX

▲建物外観

▲間取り

▲浴室

▲和室

▼ＬＤＫ

洋室 洋室

和室

ＬＤＫ

バルコニー


